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物  質  名 二酸化チオウレア ＤＢ－30 
別  名 アミジノスルフィン酸 構 造 式 

 

CAS 番号 1758-73-2 
PRTR 番号 － 

化審法番号 2-2873 

分子式 CH4N2O2S 分子量 108.12 
沸点 －  融点 126℃1) 
蒸気圧 3.27×10-5 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 4.42 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －3.37（推定値）3) 水溶性 自由混和（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,486 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,120 mg/kg 6)  
 ラット 吸入 LC50 164 mg/kg (4 hr) 7)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、15、47、150 mg/kg/day を 4 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、150 mg/kg/day
以上の群で、立毛、体重増加の抑制、胸腺重量の減少、血中のコレステロール、グルコース

及び ALP の減少、血中のビリルビンおよび無機リン酸塩濃度の増加を認めた 8) 。この結果か

ら、NOAEL を 47 mg/kg/day（ばく露状況で補正：34 mg/kg/day）とする。 
・ラットに 0、49 mg/m3 を 9 ヶ月間吸入（ばく露の頻度は不明）させた結果、49 mg/m3 群で体

重増加の抑制、甲状腺、肺及び脾臓重量の増加、ヘモグロビン濃度の軽微な増加、肺で浮腫、

肺炎、肺気腫など、脾臓で過形成、化生、甲状腺で支質の増加、濾胞上皮落屑がみられたと

の報告 9）がある。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、15、47、150 mg/kg/day を交尾前 2 週から 11 日間強制経口投与し、その後、0、5、
15、47 mg/kg/day に減らして、哺育 4 日まで強制経口投与した結果、最初に 150 mg/kg/day を

投与した群では、体重の減少や便量の減少などの全身性の影響がみられたが、投与量を 47 
mg/kg/day に減らした後では、体重増加の抑制以外の多くの影響はみられなくなった。15→5 
mg/kg/day 以上の群で受胎能、妊娠期間に影響はなかった。150→47 mg/kg/day 群の雌では、

黄体数、同腹仔数の減少を認めた 10) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の生産工場の労働者85人については、2年間の観察で本物質に関連する症状はみられな

かったとの報告9)がある。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
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 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 47 mg/kg/day（体重

増加の抑制など）を採用し、ばく露状況で補正して 34 mg/kg/day とし、試験期間が短いことか

ら 10 で除した 3.4 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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